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MES260応用

dsPIC CAN組込システムdsPIC CAN組込システムdsPIC CAN組込システム

CANバスへの配線の集約で、筐体内
の配線をすっきりまとめられること
も大きなメリットですが、筐体内で
も架などの大きな筐体では配線長が
長くなります。このような状況では
CANの利用が大変有効です。もちろ
ん距離が大きく離れても配線を延ば
すことができます。
LCD表示など、データ量の多いイン
タフェースではCANバス経由では表
現力が低下してしまいます。CPUか
ら直接制御するのがベストですが、
CPUの近距離に配置する必要があり
ます。

●センサとコントローラが遠距離にあるような装置
●卓上機器への利用ではケース内の配線をすっきりまとめられる
●複数の表示器に複数のデータを表示する
●ラック上部などコントローラから少し離れた場所に表示器を設置する
●大型の数字表示器を複数設置する
●複数の入力端末からデータを入力
●複数のセンサユニットから情報収集　
●複数の遠距離デバイスを集中コントロール

遠距離にある多くのセン
サより情報を集め、デー
タを処理してその結果を
多くの表示に表示するよ
うなアプリケーションで
はCANの利用が大変有効
になります。CANバス上
には100程度のノードを
配置でき、センサや表示
器など複数設置すること
が可能です。その中にモ
ータドライバなどのユニ
ットを組み入れてちょっ
とした位置決め制御や回
転調整を行うといったア
プリケーションも容易です。
さらに、制御の中心となるCPUは多くのI/Oを持ったCPUボードを用意する
必要もなく、MA270のように簡単な表示器とコマンドボタンを持った
CPUユニットでも充分構成することが可能です。CANバスは手足の長いI/O
ポートと考えることができます。

●dsPIC組込マイコンボード
●CAN通信を中心に装置構築
●CANコントロールできる
　　　　　　各種I/Oユニット
●生産設備・研究実験装置に
●卓上計測機器に
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128x64 Graphic LCD
with Back Light

各種センサ

MA260 dsPIC30 PIC CPUボード
MA263 LED数字表示ユニット

MA265　
絶縁型I/Oユニット
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I/O
コントロール

架上部に表示

発振周波数 250Hz
停止周波数 2.8KHz
出力電圧 1.33Vp-p

MA260 dsPIC30 PIC CPUボード MA264 グラフィックLCD表示ユニット テンキーボード

MA261 キーボードエンコーダアンプ

アンプ

信号出力

MA270 dsPIC30 LCD表示器付CPUボード モータドライバユニット モータ

各種センサ

MA263 LED数字表示ユニット

複数の表示器
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